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ロータリー学友会ロータリー学友会とは

正会員となるための資格は、以下のロータリープログラムの経験者で、
満１８歳以上のロータリアンでない者とする。

特別会員は正会員の資格となる
プログラムの経験者で
ロータリアンである者とする。

正会員 特別会員

■学友会会員（下記記載）で構成されている組織です

正会員と特別会員がいます

①国際親善奨学金
②研究グループ交換（GSE）
③ロータリーボランティア補助金、カール・Ｐ・ミラー助成金、
ポリオプラス補助金、個人向け補助金、ボランティア奉仕活動
補助金、大学教員のための補助金

④ロータリー平和フェローシップ
⑤ロータリーの奨学金（グローバル補助金、地区補助金）
⑥職業研修チーム（VTT）
⑦ロータリー青少年交換
⑧ローターアクト
⑨インターアクト
⑩ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）
⑪米山奨学生

本会の目的は、ロータリー活動又はロータリアンとの関わり
によって培った経験を学友仲間と広く共有し、以下に掲げる
活動を通じて、会員相互の親睦、交流、啓発を通じて自己研
鑽に励み、地区及び地区内ロータリークラブとの連携により
ロータリーの発展に寄与することとするとともに、将来の
ロータリアンとしての資質を磨き育むことを目的とする。

①ロータリーとの「つながり」を保ちロータリークラブ・
ロータリアンとの連携のもと広く社会への奉仕に向けた参加
意識の向上をはかる。
②すべての大陸、文化、職業のリーダーとつながり自己研鑽
に励む。
③ネットワークと世界観を広げ見識を高める。
④世界中の地域社会に貢献する行動力を身につける。

学友会の目的（会則より）



ロータリー学友会

ロータリープログラムを経験したメンバーがつながる組織

各プログラムを横断して活動できる組織

ロータリー学友会のイメージ

ロータリー学友会とは



ロータリー学友会今年度の方針・ビジョン

学友会の活動の意味を再確認し、
会員一人ひとりが主体性をもって参加・活動できる場所を提供する。

学友会会員が自発的に楽しく参加できる環境を整え、
多様なバックグラウンドを持つ会員たちが集まる機会で、

新しい価値を見出す。

Vision

Mission



ロータリー学友会

短期的
目標

・学友会の活動の会員に向けて認知度を向上させる

・定期的な交流イベントの開催

・奉仕プロジェクトの企画と実施

・入会支援プログラムの提供
学友がロータリークラブやローターアクトクラブにスムーズに
入会できるよう、ガイドラインやサポートを提供する。

学友が積極的に参加できる多様な奉仕プロジェクトを企画し、
参加機会を提供することで、社会貢献活動への関与を促進する。

ロータリー学友が定期的に集まり、互いの絆を深めるための
交流イベントを年間を通じて開催し、参加率を向上させる。

※「ロータリー学友会 会則」を参考に計画

・会員同士のコミュニティの機会の強化

・会員の掘り出し（総会・イベントに全会員の25%以上の参加）

今年度は
短期的な目標を目指す

今年度の方針・ビジョン

中長期的
目標



ロータリー学友会現状の学友会の課題

会員数の把握ができていない

会員名簿に記載されている会員は、会員としての認識があるか定かではない。

広範囲な会員候補へのアプローチを行なってきたことと、青少年奉仕プログラムに
まつわる活動を目指してきたので、なかなかアクティブな学友会員が増えてこなかった。

■ 3つの課題点

総会・イベントの参加率の低さ

会員数は現状300名超だが、総会などのイベントに参加する人数は5～10%になっている。

学友会組織の認知度の低さ

ロータリープログラムの卒業生・現役のメンバーが学友会の活動を認知してない。



ロータリー学友会

学友会の公式LINEでイベント情報を発信
メーリングリスト・メールで案内も継続

学友会の専用ホームページ（ランディング
ページ）で学友会の情報を発信

目標設定・計画（コミュニケーション・情報発信）

・会員に学友会の情報・案内を認識してもらう
・年間の1～2回のイベントでは伝えきれない学友会の魅力・メリットを発信、認識してもらう目的

会員情報のメーリングリスト・メールで案内

Facebookでイベント情報を発信

RCの地区ホームページ内で学友会の情報を掲載

学友会の公式LINE

■ 会員への連絡・コミュニケーション方法を変更し、認知UPさせる

現状 実施内容



ロータリー学友会

■学友のための学友交流イベントの開催

学友会員、学友会員資格のある方
※未来の学友会員（現役プログラム所属者）も予定
※サポーターとして学友会特別会員、ロータリアン

（春の総会とする）

目的

主な参加者（ターゲット）

目標参加人数 110 名（学友会員、学友会員資格のある方で 65名）

企画案 BBQ大会 ／ 大懇親会 etc. . .

目標設定・計画（イベント）

・学友会で会員が集えば楽しいと思わせるイベント（会員同士の交流）
・このイベントを機に学友会員への登録を促進させる（会員候補から会員へ）
・次回開催のイベントにリピート参加したいと思ってもらう（アクティブ会員にする）



ロータリー学友会

ロータリープラグラムを卒業された方に
ロータリー学友会をご紹介ください！

ロータリーの輪を広げる活動にご協力お願いいたします！

ロータリー学友会
公式LINE

QRコード>>>

学友会イベントの情報発信や入会手続きもこちらからできます！

最後に



ご清聴ありがとうございました。

2024-25年度 地区学友委員会


